
- 1 -

特別支援学級 算数科学習指導案

1 単元名 「さんすうひろばであそぼう」

２ 指導の考え方

子どもの実態

組の子どもたちは，１年生１名（Ａ児），２年生１名（Ｂ児），３年生１名（Ｃ児），４年生２名（Ｄ児・

Ｅ児）の５名で構成されている。このうちＢ児とＣ児は交流学級で主に学習している。一方２年生１名（Ｆ

児），４年生１名（Ｇ児），５年生１名（Ｈ児），６年生１名（Ｉ児）が，通常学級から交流にきており，算数

科の学習は７名で行っている。子ども達の数の理解についての実態は，１０までの具体物を一対一対応で数える

ことができる段階のＡ児 ，１５までの具体物を一対一対応で数えることができる段階のＩ児，５までの数を３の

かたまりをつかって捉えることができているＤ児・Ｆ児 ，１位数＋１位数の繰り上がりのある足し算が念頭操作

でできるＥ児，タイル操作をして２０までの数で2位数－１位数の繰り下がりのある引き算ができるＧ児・Ｈ児

と，個人差が大きい。

子どもたちはこれまでに，具体物の操作やタイル操作をして数を数えたり計算したりする学習に取り組

んで，個に応じた数範囲で一対一で数えたり，繰り上がりの足し算や繰り下がりの引き算をしたりできる

ようになってきている。しかし，できるようになったこともしばらく時間をおいたり，数操作する対象が

変わったりすると，活用することが難しく，定着が不確実なところがある。そこで，数える数範囲を広げ

たり，既習の内容を数範囲を広げた計算で活用させたりして，定着を図りたい。

詳しい個別の実態と本単元での学習内容と支援は，次の通りである。

実 態 学 習 内 容 支 援

○10までの数の具体物を取り出して ○ 数唱（左か ら

Ａ 一対一対応で数唱できる。 順に数える）

児 ○具体物に半具体物を対応させるこ を促すことば

１ とができる。 か け

年 ○動物の数を数字であらわすことが

できる。

○ 「５」に「１～４」○具体物を取り出して、５のかたま

を合わせることでＤ りを意識して数えることができる。

「６～９」になるこ児 ○「５と～で～」と数の構成を言語

とを意識化させるこ４ 表現することができる。

とばかけやタイル提年 ○具体物に半具体物や数字を対応さ

示せることができる。

○20までの数の２位数＋１位数の繰 １位数＋１位数○

Ｅ り上がりのある計算で，１位数＋ の繰り上がりのある

を 活 用 す児 １位数の繰り上がりのある足し算 足し算

る こ と を 意 識４ を使って計算することができる。
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化 さ せ る タ イ年 ○10繰り上がることをタイル操作や

ル の 操 作 と こことばで表現することができる。

と ば か け○一の位の計算が念頭操作ででき

る。

○ 「５」に「１～４」○具体物を取り出して、５のかたま

を合わせることでりを意識して数えることができる。

「６～９」になるこＦ ○「５と～で～」と数の構成を言語

とを意識化させるこ児 表現することができる。

とばかけやタイル提２ ○具体物に半具体物や数字を対応さ

示年 せることができる。

○減加法で繰り下がり○20までの数の２位数－１位数の繰

の引き算をすることＧ り下がりのある計算で，10の補数

を意識化させるタイル児 を使って計算することができる。

の操作とことばかけ４ ○10繰り下げることをタイル操作や

○計算の仕方を年 ことばで表現することができる。

言語化するよう

促すことばか け

○ 減加法で繰り下○30までの数の２位数－１位数の繰

がりの引き算 をり下がりのある計算で，10の補数

することを意識化Ｈ を使って計算することができる。

させるタイルの児 ○10繰り下げることをタイル操作や

操作とことばかけ５ ことばで表現することができる。

○計算の仕方を年 ○2 0までの数の２位数－１位数の

言語化するよう計算を念頭操作でできる。

促すことばか け

○２０までの数の具体物を取り出し ○ 数唱（左から

Ｉ て一対一対応で数唱できる。 順に数える）を

児 ○具体物に数字を順に対応させるこ 促すことばかけ

○ 数字タイルを声６ とができる。

に出して読むよう年 ○動物の数を数字であらわすことが

促すことばかけできる。

単元の特質

本単元は，動物ひろばに動物を汽車で運びながら動物の数を数えて半具体物や数字を対応させた

り，動物のお話の絵からことばの式や数式につないでタイル操作したりする操作活動を通して，基礎

的な数の概念を身につけることをねらいとしている。本単元には，①数対象が子どもたちにとって親

しみやすい動物なので着目がしやすく，楽しんで操作活動に繰り返しとりくむことができること②動

物の数を調整することで個に応じた数範囲で数えることができること③動物が増えたり減ったりする

話を絵で表すことで，繰り上がりの足し算や繰り下がりのひき算の学習内容を設定できることなどの
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価値がある。

具体的な学習内容は，個の実態に応じた数範囲と計算で，①動物を一対一対応で数えて半具

体物や数字と対応させること②動物を「５と○で○」と５のかたまりを使った数え方をして，半

具体物や数字と対応させること③動物の増えたり減ったりするお話の文や絵から、くり上がりの

足し算繰り下がりの引き算の式をたてて動物の数を求めることである。これらの内容を学習する

ことにより，子どもたちは，数や計算の意味を理解することができるようになると考える。

指導にあたって

本単元の指導にあたっては，子どもたち自らが「さんすうひろばであそぼう」という意識のも

とに，動物を数えたり，お話から式をたてて動物の数を求めたりして，楽しく数の操作活動に繰

り返し取り組んでいけるようにする。

そのために①「さんすうひろば」で扱う具体物を見たり触れたりして操作活動の対象となる

ものに興味・関心をもてるようにするとともに，手順表を提示して活動の目的や見通しをもたせ

る。②「さんすうひろば」で数理を深めるために，具体物→半具体物→数字と表したり，絵→お

話の文→式→数タイルの変化→計算の説明の文と表したりといった操作活動をし,ポイントとな

ることは繰り返し言葉で表現させる。また，一人一人の実態に応じた活動の場を用意して小さい

数から次第に数範囲を大きくしていき，さらに色々な数を組み合わせたものへと広げていく。③

一人一人が自分の学習ノートを発表することで学習を振り返るとともに友達が取り組んだことを

互いに見合い，活動の満足感や充実感が味わえるようにする。この時，自分の見いだした考え方

に基づいて再操作やことば・式で再表現して定着につなぐ。

３ 目 標

○ 「さんすうひろば」で算数的活動に楽しく取り組むことができる。

○ 具体物や絵を使って、一対一対応したり、数唱したり、数字を並べたり、かたまりの数で表した

り、繰り上がりの足し算や繰り下がりの引き算をしたりして、動物の数を表すことができる。

（Ａ児）…「８～１０」の数範囲で、具体物を一対一対応したり、数唱したりしながら、動物の数を

表すことができる。

（Ｉ児）…「１６～２０」の数範囲で、具体物を一対一対応したり、数字を並べたりして、動物の数

を表すことができる。

（Ｄ児、Ｆ児、）…１０までの数を数えて、「５と○」と表現することができる。

（Ｅ児） …30までの数で２位数＋１位数の繰り上がりのある足し算の仕方を理解できる。

（Ｇ児 ）…20までの数で２位数－１位数の繰り下がりのある引き算の仕方を理解できる。

（Ｈ児，）…30までの数で２位数－１位数の繰り下がりのある引き算の仕方を理解できる。

４ 指導計画（全８時間）

（１）「さんすうひろば」であそぶことにであう。 １時間

（２）「さんすうひろば」であそんで、数の操作活動をする ６時間

Ａ児 Ｉ児 Ｄ児・Ｆ児 Ｅ児 Ｇ児 Ｈ児 配時

８・９を １６～１８ ６・７の数を５に 繰り上がりの 繰り下がりの 繰り下がりの

時間① 数える。 を数える。 「１・２」を合併 ある足し算 あるひき算 あるひき算 2

させて数える。 19＋（２～９） （11～18）－(9～6) （21～28）－９
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時間９・１０ １９～２０ ８・９の数を５に 繰り上がり 繰り下がりの 繰り下がりの 2

本時② を数え を数える。 「３・４」を合併 のある足し算 あるひき算 あるひき算

る。 させて数える。 18＋（２～９） （11～14）－(5～2) （21～27）－８ (1/2)

８～１０ １６～２０ ６～９の数を５に 繰り上がりの 繰り下がりの 繰り下がりの

時間③ を数え を数える。 「１～４」を合併 ある足し算 あるひき算 あるひき算 2

る。 させて数える。 17＋（２～９） （11～18）－(9～2) （21～26）－７

（３）「さんすうひろば」のまとめをする。 １時間

平成20年10月20日（月曜日）５ 校時 組教室に於いて５ 本 時

６ 本時の目標

○ 「さんすうひろば」で算数的活動に楽しく取り組むことができる。

○ 個別の算数的活動に繰り返し取り組み、具体物や絵を使って、一対一対応したり、数唱したり、

数字を並べたり、かたまりの数で表したり、繰り上がりの足し算や繰り下がりの引き算をしたりし

て、動物の数を表すことができる。

（Ａ児）…９・１０の数を数える。

（Ｉ児）…１９・２０の数を数える。

（Ｄ児、Ｆ児、）…８・９の数を５に３・４を合併させて数える。

（Ｅ児） …繰り上がりのある足し算１８＋（３～９）

（Ｇ児 ）…繰り下がりのある引き算（１１～１４）－（２～５）

（Ｈ児，）…繰り下がりのある引き算（２１～２７）－８

７ 本時指導の考え方

子どもたちは，前時で平易な数範囲で，具体物の操作やタイル操作によって，学習に取り組んでき

ている。そこで本時ではさらに数範囲を広げて，数や計算の意味を確実にとらえることができるよう

にしていく。

指導にあたっては，まず導入段階で，本時学習の意欲と見通しと課題意識をもたせる。そのために，

子どもたちが前時までに作ってきた学習ノートと手順表を提示して，操作活動を思い出させる。また，

一人一人の数範囲や操作の仕方についてキーワードを確認して活動の見通しをもたせる。

次に展開段階で，「さんすうひろば」あそびで，数の操作活動に楽しんで繰り返し取り組めるよう

にする。そのために，個に応じた学習ノート，動物のミニチュア，動物を乗せる仕切りつきの汽車，

動物タイル，数字タイル，動物の問題絵，問題文カード，タイル，などを準備する。

Ａ児には，動物の数を一対一で数えたり，半具体物や数字に置きかえたりしていけるように，10の

仕切りのある汽車と動物タイルを提示する。そして，汽車に動物のミニチュアを乗せたり，動物タイ

ル（半具体物）を入れたり，動物広場に動物をおろして数字カードを置いたりする活動を設定する。

確実に数えさせるために，ことばかけをして指さしして数唱をはっきりするよう促したり，必要に応

じて動作補助したりする。

Ｉ児には， 動物の数を一対一で数唱したり，数字に置きかえたりしていけるように，10の仕切りの

ある汽車を２つと数字タイルを提示する。そして汽車に動物のミニチュアを乗せたり，数字タイルを

汽車に順に貼り付けたりする活動を設定する。数えとばしをしている時は，ことばかけをして再度数

え直しをさせて気づかせる。
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Ｄ児，Ｆ児，には，５のかたまりといくつで数が構成されているか気づかせるために，１～５の仕切りの

ある汽車と動物タイルを提示する。そして，５の仕切りの汽車に動物のミニチュアを乗せた後に，残

った動物の数を目で捕らえて，対応する「１～４」の仕切りの汽車を選択させて，「５といくつ」か

に気づかせる。また，「５と○で○」と音声化させて意識化させる。

Ｅ児，には，10のかたまりをつくって繰り上がることを意識化させるために，学習ノートにタイルをは

って数を表し，一の位のタイルで10のかたまりをつくって○で囲んで，10のタイルをはらせたり，筆

算の式に繰り上がる数を記入させたりする。また，既習の内容を復習するために，「８＋（３～

９）」を念頭操作で考えさせて，筆算の計算の時に言語化させる。

Ｇ児には，10から引くことを意識化させるために，学習ノートにタイルをはって数を表し，10のタイ

ルからひく数を○で囲ませる。また，「○から○は引けないので，10から引いて」と音声化させる。

そして，学習ノートに計算の仕方を文でまとめさせる。

Ｈ児には，10を繰り下げて引くことを意識化させるために，学習ノートにタイルをはって数を表し，

10のタイルを一本一の位にはりかえさせて，ひく数を○で囲ませる。また既習の内容を復習するため

に，「（11～17）－８」と音声化させる。そして，学習ノートに計算の仕方を文でまとめさせる。

そして個の実態に応じて，操作活動を２～３試行繰り返した後は，ワークシートで学習内容の確認

と定着をはかる。

最後に終末段階では，数の操作活動に取り組んだ達成感や満足感を味わわせたい。そのために，作

り上げた学習ノートを発表させて，本時学習した数の操作活動を確認する。

８ 準 備

手順表，個別の学習ノート・動物のミニチュア，動物を乗せる仕切りつきの汽車，動物の問題絵，

問題文カード，動物タイル，数字タイル，タイル，ワークシート
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１０ 板書計画



９ 本時の展開
学 習 活 動 と 内 容 個 の 活 動 を 促 す 支 援

１ 前時作った学習ノートをふりかえり，本時学習では次の数範囲に広げて計算することを話し合う。 １ 活 動 の 見 通 し を も た せ 、

○ 「さうすうひろば」であそぶことへの興味・関心をもつこと 個 の 学 習 内 容 に 着 目 さ せ 、

○ 各自の学習内容、数の操作活動の手順を確認すること 手 順 を 確 認 す る 支 援

め あ て ○ 手順表と個の学習ノートの提示

どうぶつの かずを あらわそう。 ○ 個 の 学 習 内 容 の 提 示 と キ

ー ワ ー ド の 強 調

２ 「さんすうひろば」であそんで、各自の数範囲で算数的操作活動で具体的な操作をしながらつかむ。

Ａ 児 Ｉ 児 Ｄ ・ Ｆ 児 Ｅ 児 Ｇ 児 Ｈ 児 ２ 個 の 活 動 を 促 す 支 援

① 1 0の タ イ ル 箱 ① 1 0の タ イ ル 箱 ① ５の仕切りのある箱をと ① 問題の絵からお話の文 ① 問題の絵からお話文を ① 問題の絵からお話文 ＜ Ａ 児 ＞

を と る 。 を 二 つ と る 。 り，動物を入れる。 を つくり式をたてる つくり式をたてる を つくり式をたてる ○ 数 唱 （ 左 か ら 順 に 数 え る ） を

促 す こ と ば か け

＜ Ｉ 児 ＞

② 動物を選び、数唱し ② 動物を選び、数唱しな ○ 数唱（左から順に数える） を 促

ながら汽車に乗せる。 がら汽車に乗せる。 ② 残りの動物の数を目で見 すことばかけ

○ 数 字 タ イ ル を 声 に 出 し て 読とり，対応する数の箱を取

り出し，動物を入れる。 む よ う 促 す こ と ば か け

＜ 児 ＞Ｄ ・ Ｆ

○ 「５」に「３」や「４」増えること

で「８」「９」になることを意識化さ

③ 数唱しなが ら、 動 ③ 数唱しなが ら、 数 ③ 「１」のタイルを動物に 対 せることばかけやタイル提示

物タイルを 動 物 に間 字タイルを 動 物 に対 応させながら数唱し，「５と３で ＜ Ｅ 児 ＞

接対応させる。 応させ る。 ８」と言う。 ② 式にそってタイルを取 ② 式にそってタイルを取 ② 式にそってタイルを取 ○ 数の変化を表した問題の絵の提示

り出して計算する。 り出して計算する。 り出して計算する。 ○ １ 位 数 ＋ １ 位 数 の 繰 り 上 が

り の足 し 算 を 活 用 す る こ と を

意 識 化 さ せ る タ イ ル の 操 作 と

こ と ば か け

④ 動物広場に数唱しながら動 ＜ 児 ＞Ｇ

④ 動物広場に動物を並べ ④ 動物広場に動物を並べ、 物を並べ，「数字を対応 ○ 数の変化を表した問題の絵の提示

て、数字カードを おく。 数字カードを おく。 させる。 ○ 減 加 法 で 繰 り 下 が り の 引 き 算

を す る こ と を 意 識 化 さ せ る タ

イ ルの 操 作 と こ と ば か け

○ 計 算 の 仕 方 を 言 語 化 す る

⑤ 数唱しな がら動物タイル ③ 式と答えを書 く。 ③ 式と答えを書 く。 書 く。 よ う 促 す こ と ば か け③ 式と答えを

＜ 児 ＞⑤ 動物タイルを学習ノ ⑤ 数字タイルを学 習ノ を学習ノートにはり、数 Ｈ

○ 数の変化を表した問題の絵の提示ートにはり、数を書く。 ートに並べ、数を 書く。 を 書く。

○ 20までの数の２位 数 － １ 位 数

の 繰 り 下 が り の引 き 算 を 活 用

す る こ と を 意 識 化 さ せ る タ イ

ル の 操 作 と こ と ば か け３ 算 数 的 活 動 を し た こ と を ま と め る 。

○ 計 算 の 仕 方 を 言 語 化 す る○ ワ ー ク シ ー ト で 学 習 し た 内 容 を 確 か め る こ と

よ う 促 す こ と ば か け

３ 学 習 内 容 を 発 展 さ せ る 支 援

○ 個 に 応 じ た ワ ー ク シ ー ト

の 提 示

４ 学 習 ノ ー ト に つ い て 発 表 し 、 個 別 の 算 数 的 活 動 に つ い て 話 し 合 う 。 ４ 学 習 の ま と め を す る 支 援

○ 学 習 内 容 の ま と め を し 、 数 や 計 算 の 理 解 が で き た 達 成 感 や 満 足 感 を 味 わ う こ と ○ キーワードを強調したことばかけ
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Ｇ児 学習ノート記入例

Ｈ児 学習ノート記入例


